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形成のための活発な探索運動を行っている o 神経成長円錐は細胞内 Ca 2 + 濃度に依存して急速な形態変化を生じる。












した分画は SDS-PAGE により分離後， Immunoblotting によりカルデスモン， トロポミオシンの局在を検討し
fこ。
3. 細胞培養と細胞染色




























アクチンとミオシンの相互作用を Ca 2 + 依存性に制御することによって，神経成長円錐の急速な形態変化・運動に関
与していることを示唆している。
本研究は，神経成長円錐の Ca 2 + 感受性の物質的基盤を明らかにした点で，神経科学の進歩に寄与したと考えられ
る o したがって本研究は学位に値するものと認めるo
円hu可i
